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を算出する（Lusk and Briggeman 2009）。 

𝑆𝑆𝑆𝑆𝑘𝑘 = 𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒(𝑉𝑉𝑘𝑘) 𝛴𝛴𝑙𝑙𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒(𝑉𝑉𝑙𝑙)⁄

SPは回答者が項目 kを最も重要であると選択

する予想確率を示しており、すべての項目につ

いて足し合わせると１となる。 

最後に、回答者の異質性を踏まえつつ、BWS

における評価と回答者属性の関係性を明らかに

するため、評価項目と属性の交差項を含んだ

RPLの推定を行う。 

RPL において、回答者 n の重要度パラメータ

ベクトルを𝑉𝑉𝑛𝑛、𝑓𝑓(𝑉𝑉𝑛𝑛|𝛺𝛺)を𝑉𝑉𝑛𝑛について、Ωを母数

とする確率密度関数とし、回答者 n による回答

の選択確率を𝑆𝑆(𝑉𝑉𝑛𝑛)と表現すると、回答者 n の

尤度関数𝐿𝐿𝑛𝑛 は以下のように表される（安ら

2017）。 

𝐿𝐿𝑛𝑛 = ∫ 𝑆𝑆(𝑉𝑉𝑛𝑛) 𝑓𝑓(𝑉𝑉𝑛𝑛|𝛺𝛺) 𝑑𝑑𝑉𝑉𝑛𝑛 

なお、本研究では、𝑉𝑉𝑛𝑛は正規分布に従うと

し、属性変数については、平均のシフターとし

てモデルに含める。 

属性変数としては、年齢を若年ダミー変

数、経営規模を大規模ダミー変数、経験年数を

経験ダミー変数、常雇い従業員数を従業員ダミ

ー変数として組み込む（第２表）。 

これらの分析は、統計解析環境Ｒ（R Core 

T eam 2016）上にて support.BWS（Aizaki 

2021）、crossdes（Sailer 2013）、mlogit

（ Croissant 2020 ） 、 gmnl （ Sarrias 

2020）、survival（Therneau et al., 2021）

パッケージを用いて行う。 

Ⅳ 結果と考察 

１ 回答者の特徴 

回答者の属性を第３表に整理した。全回答

者数は 21 人で、全員が男性であった。年齢

は、30 歳以下が１人、31から 40歳が７人、41

から 50歳が 13人となっている。今回調査を行

った全国稲作経営者会議青年部は若手経営者か

らなる部会であるため、51 歳以上はいない。

経営規模では、24ha 以下が２人、25 から 49ha

が 11人、50 から 74haは４人、75から 99haが

３人、100ha 以上は１人となっている。日本全

体の販売目的での稲作作付面積別経営体数で

は、10ha以上である経営体はわずか 3.0％であ

ることを考えると、かなり大規模な稲作経営者

の集団であるといえる注９）。この点からも、同

会青年部所属経営者らが地域の中核を担う存在

であることが示唆されている。経験年数では、

9 年以下が２人、10 から 19 年が 9 人、20 から

29 年が９人、30 年以上が１人となっている。

第２表 RPLモデルのダミー変数 

変数名 定義 

DYAG 若年ダミー 

[40 歳以下=１、41 歳以上=０] 

DSCL 大規模ダミー 

[50ha 以上=１、49ha 以下=０] 

DEXP 経験ダミー 

[20 年以上=１、19 年以下=０] 

DNOE 従業員ダミー 

[4 人以上=１、3 人以下=０] 

第３表 回答者の特徴 

属性 階級 人数 

年齢 30 歳以下 1 

（Age） 31 - 40 歳 7 

41 - 50 歳 13 

経営規模 24ha 以下 2 

（Scale） 25 - 49ha 11 

50 - 74ha 4 

75 – 99ha 3 

100ha 以上 1 

経験年数  ９年以下 2 

（Experience） 10 - 19 年 9 

20 - 29 年 9 

30 年以上 1 

常雇い従業員数 ３人以下 14 

（Employee） ４人以上 7 
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